
次期総合計画の策定に向けた
各種アンケート調査結果の概要

令和２年１２月
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資料５

アンケートの概要

県民意識調査
対象 香川県内在住の満18歳以上の県民 3,000名（無作為抽出）

調査期間 （１）令和元年11月11日～12月4日
（２）令和2年9月3日～9月23日

設問の内容 （１）本県の魅力や行政に必要な取組みなど
（２）新型コロナウイルス感染症を契機とした意識や暮らしの変化、行政に必要な取組みなど

調査方法 郵送調査

回答数 （１）1,523件（有効回収率：50.8％）
（２）1,791件（有効回収率：59.7％）

県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査
対象 県内大学等に在学中の学生、及び県内出身で県外大学等に在学中の学生

調査期間 令和2年9月7日～9月23日

設問の内容 進学理由や本県での就職の意向など

調査方法 インターネット調査

回答数 3,185件（大学等を経由して対象学生に回答フォームのURL等をメールで送付し、回答のあった件数）
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アンケート結果の概要

災害が少ない気候風土、豊かな食文化や自然環境を本県の魅力と感じている方が多い。
活力ある香川づくりに向けては、若者に魅力ある働く場の創出、生きがいを持って健やかに生活できる香川づくりに向けては、
切れ目ない医療体制の構築、未来を育てる香川づくりに向けては、豊かな人間性と個性を伸ばす教育の推進を求める声が多い。
10年後に望む香川県の姿では、安心できる医療提供体制や地域の活性化を望む声が多い。
新型コロナの感染拡大を契機として、多くの人が外出自粛や他人との接触について意識するとともに、地域経済の悪化や地域活
力の低下を感じており、一部では、結婚願望の低下や子どもの希望人数の減少も見られた一方で、都市への人口集中を是正すべ
きや県内就職を希望するようになったなど、地方への意識の高まりも見られる。また、今後の感染拡大に備えた対策として、迅
速な情報提供や万全な医療提供体制の整備を求める声が多い。
「子育て県かがわ」を実現するうえでは、仕事と子育てを両立できる環境の整備や子育てに係る経済的支援を求める声が多く、
元気に安心して暮らせる環境づくりを進めるうえでは、医療と介護の連携体制の整備やライフステージに応じた健康づくりを求
める声が多い。また、高齢者や障害者が生きがいをもって暮らせる環境づくりを進めるうえでは、移動手段の確保など日常生活
への支援や地域で支える体制づくりを求める声が多い。
防災・減災対策を進めるうえでは、ハード整備や備蓄品の確保、避難所の整備を求める声が多い。
県内経済の活性化を図るうえでは、産業人材の育成や成長産業の育成を求める声が多く、経済の活力を維持していくために、子
育て環境や就労環境の整備を求める声が多い。
農林水産業を次世代に受け継いでいくうえでは、安定した所得の確保や人材の育成・確保を求める声が多い。
「観光かがわ」を推進するうえでは、特色ある地域資源の発掘や食文化の魅力づくりのほか、周遊しやすい交通網の整備を求め
る声が多い。
人間性豊かで個性あふれる子どもたちを育てるうえでは、成果発表会や大会の確保、児童生徒に寄り添った教育・指導体制の整
備を求める声が多い。
女性が輝く香川を実現するうえでは、仕事と生活を両立できる雇用環境の整備や保育・介護サービスの充実、再就職の支援を求
める声が多い。

県内大学生、県外大学生ともに、香川県での生活意向は6割以上となっており、コロナ前と比較して、意識が高まり、特に県外大
学生のUターン希望がより強くなっている。また、理由として、感染リスクの高い都会での生活を避け、家族の近くで生活した
いといった意向が増えている。
香川県での就職情報を得る方法は、県内大学生、県外大学生ともに、前回と同様に、「学内でのキャリアセンター」の割合が最
も高いが、県外大学生では、次いで、「オンラインでの就職説明会」が高くなっており、ICTを活用した就職活動の機会が増えて
いる。
実現すれば香川県で就職・生活するかもしれないものについては、前回と同様に、「働きたいと思うような企業や仕事が増え
る」が最も多く、若者の地元定着を図るためには、若者に魅力のある働く場を創出することが必要である。

県民意識調査

県内・県外大学生等調査
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県民意識調査結果（１）
①本県の魅力だと思うこと
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災害が少なく住みやすい気候風土

さぬきうどんや骨付鳥などの食

瀬戸内海やおむすび山など独特の風景が織りなす豊かな自然環境

瀬戸内国際芸術祭などの文化芸術資源

栗林公園や金刀比羅宮などの豊富な観光資源

瀬戸大橋や空港、道路網など整備された社会資本

高品質でおいしい農畜水産物

都市機能が集約されたコンパクトな街

「お接待」の精神を持つ県民性

国の機関や各企業の支店が集積する四国の拠点性

充実した子ども・子育て支援や医療・福祉制度

魅力的で働きやすい雇用の場

質の高い教育制度

その他

無回答

R元

「災害が少なく住みやすい気候風土」（88.9％）が約90％で突出して多く、近年全国各地で頻発化・激甚化している自然災害
への関心の高さがうかがえる。次いで、「さぬきうどんや骨付き鳥などの食」（35.6％）や「瀬戸内海やおむすび山など独特
の風景が織りなす豊かな自然環境」（34.9％）となり、本県の豊かな食文化や自然環境を魅力と感じる回答が多い。

（％）
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県民意識調査結果（２）
②足腰の強い地域経済を確立し、活力ある香川をつくるために必要なこと

「若者に魅力のある働く場の創出」（63.4％）が最も多く、次いで、「成長産業の育成や県内中小企業の基盤の強化など戦略
的な産業振興」（44.6％）となり、雇用創出や産業振興を求める声が多い。

（％）
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若者に魅力のある働く場の創出

成長産業の育成や県内中小企業の基盤の強化など戦略的な産業振興

女性や高齢者等の就労支援や働き方改革の推進など雇用対策の充実

担い手の確保や魅力ある農水産物の生産・販売など農林水産業の振興

高松空港の機能強化や交通ネットワークの充実など四国における

拠点性の確立

移住・定住対策の促進

県産品のブランド力の強化や販路拡大

アート、自然、歴史、文化など豊かな地域資源を生かした交流人口の拡大

先端技術の導入などによる生産性の向上

様々な分野における外国人材の活用

その他

無回答

R元

県民意識調査結果（３）
③すべての人が安心と生きがいを持って健やかに生活できる香川をつくるために必要なこと

「急性期医療から在宅医療までの切れ目ない医療体制の整備」（48.2％）が最も多く、次いで、「結婚から子育てまでのきめ
細かな支援」（42.7％）となり、万全な医療体制の整備や結婚・子育て支援を求める声が多い。

（％）
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急性期医療から在宅医療までの切れ目ない医療体制の構築

結婚から子育てまでのきめ細かな支援

南海トラフ地震などの発生に備えた周到な防災・減災対策

交通事故や犯罪のない地域づくりの推進

健康づくりや高齢者の社会参加の促進など健康長寿の推進

高齢者や障害者の地域生活支援と就労・社会参加の促進

幹線道路の整備や公共土木施設の老朽化対策など社会資本の整備

その他

無回答

R元



県民意識調査結果（４）
④郷土に誇りと愛着を持ち、また、子どもたちの夢と笑顔を大切に、未来を育てる香川をつくるために必要な

こと

「豊かな人間性と個性を伸ばす教育の推進」（61.9％）が最も多く、次いで、「若者から選ばれる魅力ある大学づくりなど、
若者の県内定着の促進」（47.3％）となり、教育体制の整備を求める声が多い。

（％）
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豊かな人間性と個性を伸ばす教育の推進

若者から選ばれる魅力ある大学づくりなど、

若者の県内定着の促進

人と自然が調和する、クリーンで快適なふる里づくり

豊かな地域資源を活かした農山漁村の活性化

女性が働きやすい環境整備など女性の活躍の場の創出

香川の文化、歴史、民俗等の地域性を生かした

文化芸術活動の推進

生涯スポーツの環境整備やトップアスリートの育成など

スポーツによる地域の活性化

その他

無回答

R元

県民意識調査結果（５）
⑤10年後に望む香川県の姿

（％）

R2年度の調査結果は、 「安心できる医療体制が整っている」（43.9％）と「子どもや若者が増えて活気にあふれている」
（41.4％）が40％以上となり、医療提供体制の整備や地域の活性化を望む回答が多い。
R2年度とR元年度の調査結果を比較すると、「産業が集積し、地域経済が活性化している」が約7%増加（17.0％→24.3％）
し、新型コロナの影響により落ち込んだ地域経済の回復、拡大へのニーズが高まっている。
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安心できる医療体制が整っている

子どもや若者が増えて活気にあふれている

南海トラフ地震など大規模災害への備えが万全となっている

交通事故や犯罪のない安全安心な県になっている

産業が集積し、地域経済が活性化している

個々の希望に沿った多様な働き方が実現している

道路交通網や公共交通機関の利便性が大きく向上している

農山漁村に活気がある

女性や高齢者、障害者の社会参加、就労が当たり前になっている

AI やIoT など先端技術の活用により、生活の利便性が向上している

全国有数の観光県となっている

教育水準が高く、グローバル社会で活躍する人材を多く輩出している

エネルギー問題や環境問題が解決している

外国人住民と日本人住民が、共に豊かな生活を営むことができる

多文化共生の社会になっている

県内大学や研究機関などに国内外から優秀な学生や研究者たちが

集い、様々な研究が行われている

スポーツが盛んで国際大会などが開催されている

その他

無回答

R元

R2
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県民意識調査結果（６）
⑥新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、意識が変化したり、地域社会が変容したと感じること
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レジャーや出歩くことを我慢しなければならないと感じるようになった

マスク等を着用していない人と間近に接することが怖くなった

経済活動の自粛により地域経済が悪化したように感じる

心と体の健康づくりを意識するようになった

地域の活力が低下したように感じる

貯蓄や安定的な収入源の確保の必要性を感じるようになった

大都市への人口集中を是正すべきと感じるようになった

手続のオンライン化や情報のオープンデータ化など行政のデジタル化を

推進すべきと感じるようになった

テレビ電話や通信販売等の利用機会が増え、

ＩＣＴの利便性を感じるようになった

今後、感染状況が落ち着いても、

医療機関での受診は減らそうと思うようになった

人と接する機会が減り孤立感を感じるようになった

職場においてテレワークなど柔軟な働き方の導入が推進された

自分又は子どもの就職場所に対する考え方が変わった

仕事と家庭の両立を意識するようになった

結婚観が変わった

希望する子どもの人数が変わった

子育てや雇用環境の整備等を通して、

女性の活躍を推進すべきと感じるようになった

その他

無回答

R2

「レジャーや出歩くことを我慢しなければならないと感じるようになった」（62.9％）や「マスク等を着用していない人と間
近に接することが怖くなった」（57.0％）など、感染予防のための外出自粛や他人との接触について意識している回答が多
く、次に、地域経済の悪化や地域活力の低下を感じている回答が多い。
また、一部では、県内就職の意識の高まりのほか、結婚願望の低下や子どもの希望人数の減少も見られる。

（％）
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県内の感染状況や県民が取るべき対策、生活支援等に関する

迅速で正確な情報提供

医療人材や受け入れ施設の確保など適切な医療提供体制の整備

ＰＣＲ検査など検査体制の充実

マスクや消毒液などの衛生用品の十分な確保

感染等に関する健康面や、収入の減少、子育て支援等に関する

生活面の相談体制の充実

事業者の雇用の維持や事業の継続に向けた支援の充実

「新しい生活様式」や適切な感染防止策の定着に向けた取組み

休校や休園時の代替保育や、介護支援の充実

マイナンバー等を活用した給付金や支援金などの迅速な給付体制

の整備

必要な資金の貸し付けなど生活支援の充実

ＩＣＴを活用し家庭でも就業や学習可能な環境の整備

その他

無回答

R2

県民意識調査結果（７）
⑦今後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備えた対策として、重要なこと

（％）

「県内の感染状況や県民が取るべき対策、生活支援等に関する迅速で正確な情報提供」（49.9％）が最も多く、次いで、「医
療人材や受け入れ施設の確保など適切な医療提供体制の整備」（48.8％）や「PCR検査など検査体制の充実」（46.1％）とな
り、迅速で正確な情報提供や万全な医療提供体制の整備を求める声が多い。
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県民意識調査結果（８）
⑧「子育て県かがわ」を実現するうえで重要なこと

R2年度の調査結果は、 「働きながら子育てをしやすい保育の充実」（45.6％）と「教育費や保育にかかる費用など子育てに
伴う経済的負担の軽減」（43.6％）が40％以上となり、仕事と子育てを両立できる環境の整備や子育てに係る経済的支援を求
める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、 R2年度に新たに選択肢に追加した、「子どもが安心して集い遊べる場の確保
や、自然とふれあえる場などの環境整備」が25.8％であったほか、 「教育費や保育にかかる費用など子育てに伴う経済的負
担の軽減」が約8%増加（35.5％→43.6％）した。

（％）

（R2年度新規選択肢）

45.6

43.6
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働きながら子育てをしやすい保育の充実

教育費や保育にかかる費用など子育てに伴う経済的負担の

軽減

若者が経済的に自立できるための就業支援

労働時間の短縮や弾力的な勤務形態など、男女がともに

働きながら子育てをしやすい労働環境の整備

子どもが安心して集い遊べる場の確保や、

自然とふれあえる場などの環境整備

社会全体で子どもを育む意識の啓発

地域の親子が気軽に交流や相談ができる拠点の設置など、

きめ細かな子育て支援サービスの充実

妊産婦や乳幼児の健康診査など、安心できる母子保健

医療体制の充実

若者の出会いの場の創出などの結婚への支援

相談・支援体制の充実による子育てに伴う不安感・負担感の

軽減

その他

無回答

H31

R2

11※「H31」は、第２期かがわ創生総合戦略の策定に向けてH31年4月に行った県民意識調査結果（以下、P20まで同様）

県民意識調査結果（９）
⑨元気に安心して暮らせる環境づくりを進めるうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「急性期医療から在宅医療・介護まで、切れ目のないサービス提供体制の確保」（53.7％）が
50％を超えて最も多く、次いで、「生活習慣病の予防やがん検診の受診率向上など、効果的な予防施策の推進」
（49.5％）となり、医療と介護の連携体制の整備やライフステージに応じた健康づくりを求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、「急性期医療から在宅医療・介護まで、切れ目のないサービス提供体制の確
保」が約13%増加（40.6％→53.7％）し、「高齢者の生活機能を維持する介護予防の推進」が7％増加（34.5％→41.5％）
しており、介護予防に向けた取組みへのニーズも高まっている。

53.7

49.5

41.5

38.9

31.7

30.1

11.9
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2.3
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急性期医療から在宅医療・介護まで、

切れ目のないサービス提供体制の確保

生活習慣病の予防やがん検診の受診率向上など、

効果的な予防施策の推進

高齢者の生活機能を維持する介護予防の推進

食事や睡眠時間、適度な運動など、子どもの頃からの

生活習慣の確立

生涯学習やスポーツ、文化・芸術に親しむ機会の充実

高齢者が活躍できる場所の紹介・確保

自殺予防など心の健康づくりの推進

その他

無回答

H31

R2

12



県民意識調査結果（10）
⑩高齢者や障害者が安心し、生きがいをもって暮らせる環境づくりを進めるうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「買い物や通院の支援など生活支援サービスの充実」（42.1％）が最も多く、次いで、「地域で暮ら
す高齢者や障害者などに対する声かけ・見守り、居場所づくり活動の推進」（33.9％）となり、移動手段の確保など日常生活
への支援や地域で支える体制整備を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、 R2年度に新たに選択肢に追加した、「ＩＣＴを活用したサービスが普及する中
で、高齢者や障害者がそうしたサービスを活用する際のサポート」が10.9％であったほか、「買い物や通院の支援など生活支
援サービスの充実」が約7%増加（34.6％→42.1％）した一方で、「地域で暮らす高齢者や障害者などに対する声かけ・見守
り、居場所づくり活動の推進」が約23％減少（56.4％→33.9％）した。

（R2年度新規選択肢）
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0 10 20 30 40 50 60

買い物や通院の支援など生活支援サービスの充実

地域で暮らす高齢者や障害者などに対する声かけ・見守り、

居場所づくり活動の推進

福祉・介護人材の確保

高齢者や障害者の働く場等の確保

地域住民やボランティアを含めた地域福祉のネットワークづくり

バリアフリーやユニバーサルデザインによるまちづくり

ＩＣＴを活用したサービスが普及する中で、高齢者や障害者が

そうしたサービスを活用する際のサポート

その他

無回答

H31

R2

13

県民意識調査結果（11）
⑪一人ひとりの命を守る防災・減災対策を進めるうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「地震・津波、高潮、洪水による災害や土砂災害を防ぐための、防潮堤、河川、砂防、治山施設の整
備」（36.3％）や「食料、飲料水、医薬品等の備蓄」（35.3％）、「避難場所となる公共施設の耐震化や電源の確保」
（34.0％）が30％を超えており、ハード整備や備蓄品の確保、避難場所の整備を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、 R2年度に新たに選択肢に追加した、「避難所における感染症防止対策の強化」
が12.6％であったほか、 「地震・津波、高潮、洪水による災害や土砂災害を防ぐための、防潮堤、河川、砂防、治山施設の
整備」が約5%増加（31.1％→36.3％）した一方で、「避難場所となる公共施設の耐震化や電源の確保」が約8％減少（41.5％
→34.0％）した。

36.3

35.3

34.0

29.8

23.3
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15.5

13.0
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11.2
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地震・津波、高潮、洪水による災害や土砂災害を防ぐための、

防潮堤、河川、砂防、治山施設の整備

食料、飲料水、医薬品等の備蓄

避難場所となる公共施設の耐震化や電源の確保

災害時に支援物資が確実に避難所に届く体制づくり

災害時における被害情報の把握と、迅速な情報伝達体制の整備

国、県、市町等の連携による、応急対策活動を展開できる体制整備

ハザードマップや災害時に取るべき行動など防災に関する情報提供

（広報・防災教育の充実）

災害時にも安心して通れるための、道路、橋梁等の耐震化と適切な

維持管理

災害時にも安全な水を安定的に供給するための、水道施設の耐震化

住宅や民間建築物の耐震化、家具類の転倒防止対策の促進

避難所における感染症防止対策の強化

老朽化したため池の整備

自主防災組織の活動の充実など、地域における防災力の向上

がれきなどの災害廃棄物の処理体制の整備

その他

無回答

H31

R2
（R2年度新規選択肢）
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県民意識調査結果（12）
⑫香川の経済を力強く引っ張る産業を育成・集積するために重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「産業の成長を支える人材の育成・確保」（40.2％）が最も多く、次いで、「健康関連分野、エネル
ギー・環境関連分野、高品質な農産物づくり分野、観光関連分野など成長産業の育成」（30.9％）となり、産業人材の育成や
成長産業の育成を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、 R2年度に新たに選択肢に追加した、「情報通信関連産業の育成・誘致」が
10.7％であったほか、 「産業の成長を支える人材の育成・確保」が約8%増加（32.7％→40.2％）した一方で、「企業誘致活
動の強化」が約10％減少（30.7％→21.1％）、「女性や高齢者、障害者、外国人など多様な人材が活躍できる環境の整備」が
約7％減少（32.7％→25.6）した。

40.2

30.9

27.5

25.8

25.7

25.6

21.1

20.2

13.6

10.7

9.4

4.2

1.6
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産業の成長を支える人材の育成・確保

健康関連分野、エネルギー・環境関連分野、高品質な農産物づくり分野、

観光関連分野など成長産業の育成

県産品の認知度向上やブランド化の推進、販路開拓

希少糖やオリーブなど香川独自の産業の育成

企業の技術力向上や研究開発への支援

女性や高齢者、障害者、外国人など多様な人材が活躍できる環境の

整備

企業誘致活動の強化

企業の競争力を高める製品開発や販路開拓などへの支援

ＡＩ・ＩｏＴなどの新しい技術の活用

情報通信関連産業の育成・誘致

ワンストップサービス体制の強化や道路、港湾の整備など、

企業にとって魅力的な事業環境の整備

海外市場に挑む企業の事業展開の支援

その他

無回答

H31

R2

（R2年度新規選択肢）
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県民意識調査結果（13）
⑬労働人口が減少した場合、経済の活力を維持していくために重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「安心して子どもを生み育てることのできる環境をつくる」（55.4％）が50％を超えて最も多く、次
いで、「さまざまな事情で働くことのできない人が働けるような環境を整える」（44.9％）となり、子育て環境の整備や
個々の事情を踏まえた就労環境の整備を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、R2年度に新たに選択肢に追加した、「ＩＣＴの活用により、都会の企業に勤め
ながら地方で生活できる環境を整える」が19.9％、「テレワークやオンライン会議など柔軟な働き方ができる環境を整え
る」が17.9％となったほか、「少ない労働力でもいいように技術革新などにより生産性の向上を図る」が約6％増加（28.7％
→34.3％）した一方で、「高齢者や障害者が働きやすい環境をつくる」が約15%減少（53.1％→38.3％）し、「安心して子ど
もを生み育てることのできる環境をつくる」が約12％減少（66.9％→55.4％）し、「女性が働きやすい環境をつくる」も約
12％減少（52.3％→40.8％）した。

（R2年度新規選択肢）

（R2年度新規選択肢）

55.4

44.9

40.8

38.3

34.3

19.9

17.9

6.8

1.8
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安心して子どもを生み育てることのできる環境をつくる

さまざまな事情で働くことのできない人が働けるような環境を

整える

女性が働きやすい環境をつくる

高齢者や障害者が働きやすい環境をつくる

少ない労働力でもいいように技術革新などにより生産性の向上を

図る

ＩＣＴの活用により、都会の企業に勤めながら地方で生活できる

環境を整える

テレワークやオンライン会議など柔軟な働き方ができる環境を

整える

労働力を確保するために外国から労働者を受け入れる

その他

特に対策の必要はない

無回答

H31

R2
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県民意識調査結果（14）
⑭農林水産業を魅力ある産業として若者に引き継いでいくうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「就業者の安定した収入の確保」（69.8％）が約70％と突出して多く、次いで、「新規就業者や力強
い担い手の確保・育成」（41.3％）となり、安定した所得の確保や人材の確保・育成を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、R2年度に新たに選択肢に追加した、「就業者の安定した収入の確保」が69.8％
となった一方で、「新規就業者や力強い担い手の確保・育成」が約11％減少（52.6％→41.3％）し、「特徴のある農林水産物
の開発と次世代技術の導入」が約10％減少（33.1％→23.3％）し、「ブランドとなる高品質な農林水産物の生産拡大」も約
10％減少（30.1％→20.3％）した。

（R2年度新規選択肢）
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27.8
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23.3
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就業者の安定した収入の確保

新規就業者や力強い担い手の確保・育成

食の安全と消費者の信頼・安心の確保

ブランド力の強化など戦略的な流通・販売

特徴のある農林水産物の開発と次世代技術の導入

地域資源を活かした農山漁村の活性化

ブランドとなる高品質な農林水産物の生産拡大

県産の農林水産物の利用促進

農地やため池、林地、漁場などの生産基盤の整備、保全

その他

無回答

H31

R2
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県民意識調査結果（15）
⑮国内外から人を呼び込む「観光かがわ」を推進するうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「地元ならではの文化や特色を生かした魅力の発掘」（34.6％）が最も多く、次いで、「食べ物、食
文化の魅力づくり」（28.7％）、「地域内の交通手段の充実」（27.1％）となり、特色ある地域資源の発掘や食文化の魅力づ
くり、周遊しやすい交通網の整備に対するニーズが高い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、R2年度に新たに選択肢に追加した、「空港や駅、観光施設などにおける感染症
防止対策の強化」が17.6％、「外国人観光客の受入環境の充実」が11.4％、「航空ネットワークの充実」が5.6％となった一
方で、「観光客向け施設のサービス向上」が約7％減少（22.1％→15.0％）し、「おすすめ観光ルート、モデルコースなどの
設定」も約7％減少（20.1％→13.6％）した。

（R2年度新規選択肢）

（R2年度新規選択肢）

（R2年度新規選択肢）

34.6

28.7

27.1

23.1

21.7

17.6

16.3

16.2

15.8

15.0

13.6

12.7

11.4

10.3

5.6

2.6
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地元ならではの文化や特色を生かした魅力の発掘

食べ物、食文化の魅力づくり

地域内の交通手段の充実

景観の魅力向上

継続的な情報発信、ＰＲ活動の充実

空港や駅、観光施設などにおける感染症防止対策の強化

Wi-Fi（無料公衆無線LAN サービス）など情報通信環境の充実

歴史・文化資源の活用

イベント、祭などの充実

観光客向け施設のサービス向上

おすすめ観光ルート、モデルコースなどの設定

特産品、お土産品の開発

外国人観光客の受入環境の充実

地域全体としてのもてなしの心の向上

航空ネットワークの充実

その他

無回答

H31

R2
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県民意識調査結果（16）
⑯人間性豊かで個性あふれる子どもたちを育てるうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「子どもが個々の能力を磨き、発揮できる機会の創出」（43.7％）が最も多く、次いで、「教員が子
ども一人ひとりに向き合うための業務改善」（38.5％）、「暴力行為、いじめなどの問題行動、不登校の防止」（37.9％）、
「各学校における指導の充実と児童生徒の学習意欲の向上」（35.2％）となり、成果発表会や大会の確保、児童生徒に寄り
添った教育・指導体制の整備を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、R2年度に新たに選択肢に追加した、「子どもが個々の能力を磨き、発揮できる
機会の創出」が43.7％、「ＩＣＴを効果的に活用した教育のための環境整備」が12.1％となった一方で、「地域社会が学校を
支援する仕組みづくり」が11％減少（31.3％→20.3％）した。

（R2年度新規選択肢）

（R2年度新規選択肢）
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子どもが個々の能力を磨き、発揮できる機会の創出

教員が子ども一人ひとりに向き合うための業務改善

暴力行為、いじめなどの問題行動、不登校の防止

各学校における指導の充実と児童生徒の学習意欲の向上

優れた知識や技術を有する外部人材の活用

地域社会が学校を支援する仕組みづくり

教員の大量退職に備えた人材確保と実践的指導力の向上

家庭における教育力の向上

ＩＣＴを効果的に活用した教育のための環境整備

情報活用能力や情報モラルの育成など、情報教育の推進

その他

私学の振興

無回答

H31

R2
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県民意識調査結果（17）
⑰女性が輝く香川を実現するうえで重要なこと

（％）

R2年度の調査結果は、 「在宅勤務や短時間勤務など子育てしながら働きやすい労働環境の整備」（40.6％）が最も多く、次
いで、「多様な保育サービスや介護サービスの充実」（37.8％）、「出産や子育てなどで退職した女性の再就職支援」
（36.9％）、「職場における男女の均等な取扱い」（36.2％）となり、仕事と生活を両立できる雇用環境の整備や保育・介護
サービスの充実、再就職に向けた支援を求める声が多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、R2年度に新たに選択肢に追加した、「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
やセクシュアル・ハラスメントなどの根絶」が10.6％となった一方で、「在宅勤務や短時間勤務など子育てしながら働きやす
い労働環境の整備」が約13％減少（53.5％→40.6％）した。

（R2年度新規選択肢）
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在宅勤務や短時間勤務など子育てしながら働きやすい

労働環境の整備

多様な保育サービスや介護サービスの充実

出産や子育てなどで退職した女性の再就職支援

職場における男女の均等な取扱い

男性の家事や育児、介護への参加の促進

県や市町の審議会委員や管理職などへの女性の積極的な
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などの根絶

男女共同参画に対する理解の促進

リーダーとなる女性の人材養成

その他

無回答

H31

R2
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※「H31」は、第２期かがわ創生総合戦略の策定に向けてH31年4月に行った県内・県外大学生等アンケート調査結果
（以下、P28まで同様）

県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（１）
①大学等への進学理由
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（％）

R2年度の調査結果では、県内大学生と県外大学生どちらも、「学部や学科が志望に合っていた」が6割以上（県内大学生：
63.7％、県外大学生：66.8％）で最も多く、次いで、「入試のレベルが自分の学力に合っていた」が多かった。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「将来就きたい職業から考えた」が約9％増加（24.8％
→33.9％）した一方で、県外大学生では、「知名度の高い大学だった」が11％減少（33.8％→22.8％）した。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（２）
②卒業後に就きたい職業
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R2年度の調査結果では、県内大学生では、「医療・福祉関係職」が最も多く（26.6％）、次いで、「教員」（21.1％）、「官
公庁・公社・団体」（19.1％）が多い。また、県外大学生では、「官公庁・公社・団体」（25.5％）が最も多く、次いで、「商
社」（18.0％）、「教員」（17.9％）、「医療・福祉関係職」（17.3％）が多かった。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、依然として、「医療・福祉関係職」への就職意向が多い一方
で、「金融業」が約4％減少（11.8％→7.5％）した。また、県外大学生では、依然として、「官公庁・公社・団体」への就職意
向が多い一方で、「出版・マスコミ」が約3％減少（12.5％→9.4％）した。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（３）
③就職先を決めるときに重視すること
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R2年度の調査結果では、県内大学生、県外大学生ともに、「自分がやりたい仕事であること」が7割以上で最も多く（県内大学
生：73.1％、県外大学生：71.0%）、次いで、「安定していること」が6割以上で多かった。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「自分がやりたい仕事であること」が約8％増加（65.4％
→73.1％）、「将来性があること」が約6％増加（42.1％→48.0％）した。県外大学生では、「将来性があること」が約5％増加
（44.3％→49.6％）、「仕事と生活の両立ができること」も約5％増加（38.0％→42.7％）した。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（４）
④香川県での卒業後の生活意向
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R2年度の調査結果では、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「香川県での生活希望あり」、「Ｕターン
希望あり」が県内大学生（64.1％）、県外大学生（67.0％）ともに、6割以上であった。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「香川県での生活希望あり」は約3％増加（61.5％→64.1%）
し、県外大学生では、「Ｕターン希望あり」が約7%増加（60.2％→67.0％）しており、全体として、県内での生活意向が強く
なり、特に、県外大学生のＵターン希望がより強くなっている。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（５）
⑤香川県で暮らしたい理由、香川県に戻りたい理由
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R2年度の調査結果では、県内大学生では、「香川県での生活に慣れ親しんでいる」が6割以上で最も多く、県外大学生では、
「香川県での生活に慣れ親しんでいる」、「香川県が好き」「家族の近くで生活したい」が6割前後で多かった。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「都会で生活したくない」が約18％増加（6.6％→24.5％）し、
県外大学生では、「家族の近くで生活したい」が約9％増加（49.7％→58.2％）しており、新型コロナの感染リスクの高い都会
での生活を避け、家族の近くで生活したいといった意向が強くなっている。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（６）
⑥香川県での就職情報を得る方法

R2年度の調査結果では、県内大学生では、「学内のキャリアセンター」（57.4％）が最も多く、次いで、「学内で行われるセ
ミナーや説明会等」（36.3％）が多い。県外大学生では、「学内のキャリアセンター」（59.2％）が最も多く、次いで、「オン
ラインでの就職説明会」（35.1％）となっており、ICTを活用した就職活動の機会が増えている。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生、県外大学生ともに、「学内のキャリアセンター」が6％程度増加して
いるほか、県内大学生では、「知人や先輩からの情報」が約6％増加（25.1％→31.4％）、県外大学生では、R2年度に新規で追
加した選択肢である「オンラインでの就職説明会」が35.1％となっている。
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県内大学生・県出身県外大学生等アンケート調査結果（７）
⑦香川県で暮らしたいと思わない理由、香川県に戻りたいと思わない理由
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R2年度の調査結果では、県内大学生では、「住み慣れた地域（出身地など）に戻りたい」（44.3％）が最も多く、県内の大学
に進学した学生のＵターン希望が多くみられる。県外大学生では、「希望する企業や仕事がない」（50.7％）が最も多い。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「香川県での生活が不便である」が約6％減少（26.0％
→20.2％）した。県外大学生では、「希望する企業や仕事がない」が約8％減少（58.9％→50.7％）し、「香川県は給料水準が
低い」も約8％減少（25.5％→17.6％）した。
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⑧実現すれば香川県で就職・生活するかもしれないもの
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R2年度の調査結果では、県内大学生、県外大学生ともに、「働きたいと思うような企業や仕事が増える」が最も多く（県内大
学生：56.3％、県外大学生：69.8％）、若者の地元定着を図るためには、若者に魅力のある働く場を創出することが必要であ
る。
R2年度とH31年度の調査結果を比較すると、県内大学生では、「香川県での就職を推進するための施策や公的援助が充実す
る」が約4％増加（12.6％→16.5％）し、県外大学生では、「香川県で就職するための情報が大幅に充実する」が約5％増加
（15.5％→20.2％）した。
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）
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